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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる  

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ａ－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見

込まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要であ

る 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である  

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、研究代表者らが開発した多重反射型飛行時間測定式質量分光器(MRTOF)を用い

て超重元素の網羅的な直接質量測定を行うことを目的としている。 

これまでに、MRTOFを理化学研究所RIBF施設の３箇所の短寿命原子核供給施設（GARIS、 

KISS、BigRIPS/SLOWRI）に設置することで、220核種の測定に成功している。また、αTOF

検出器の開発により、超重元素ドブニウム同位体の初の質量測定に成功したことは高く評

価できる。 

今後の網羅的な質量測定計画と、それに資するガスセルクーラーバンチャーの開発は順

調に進展しており、220核種に加えて数百種の質量測定が成功すれば、重元素の起源を解明

する上での基礎データとしてインパクトが大きい。 

Z=115以上の超重元素の原子番号決定法の確立につながる、ニホニウムおよびモスコビウ

ム同位体の質量測定については、ビームとなるCa48の獲得が世界的に困難な状況にあるが、

入手に向けて検討中の複数の可能性を追求し、研究期間内に実験を遂行できるよう期待す

る。 

 


